
Ⅰ．はじめに

　順天堂大学保健看護学部では、１年次の授業科目に

教養ゼミナールを配置している。この科目は、自分が

興味をもつテーマについての自己学習、文献検索、情

報の交換、得られた情報をまとめて考察を加えるなど、

アクティブラーニングを通して「自ら学ぶ力」を向上

させ、大学生としてふさわしい教養を身につけること

を目的としている。大学生としての勉学のありかたを

初年度に身に付ける機会として極めて重要な位置づけ

にある。教養ゼミナールでは、担当する教員により多

様なテーマ（図１）が提示され、学生は希望により各

テーマに７、８名振り分けられる。筆者らは 2021 年

度と 2022 年度の教養ゼミナールで「やさしい日本語」

をテーマとした。

　「やさしい日本語」をテーマとしたのは、2021 年

４月より異文化交流としてスタートした米国ユタ州の

Weber State University（WSU）の学生たちとのオンラ

イン交流で、日本語教育を専門とする教師（共著者で

ある安立氏）より「やさしい日本語」の講義を受けた
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要　旨
　「やさしい日本語」とは、外国人や日本語を母語としない人々だけなく、高齢者、障害者、子

どもに対してもわかりやすく伝える日本語であり、特に医療場面で必要とされている。筆者らは、

2021 年度と 2022 年度に「やさしい日本語」をテーマに１年次の教養ゼミナールに取り組んだ。
「やさしい日本語」の学習は、米国ユタ州のWeber State University（WSU）で日本語教育を専門
とする教員およびWSUで日本語を学んでいるアメリカ人の学生らの協力を得て実施した。日
本とユタ州の 16時間の時差をオンラインで繋ぎ、講義および演習を行った。医療現場の場面
を設定して、通常の日本語と「やさしい日本語」のシナリオ、動画を作成し、学習の成果とし

て発表した。学生は、教養ゼミナール「やさしい日本語」の学習を通して、「やさしい日本語」

の使い方だけでなく、「やさしい日本語」を使う対象となる人々の背景を理解し、対象者に合わ

せたコミュニケーションを考える姿勢を育み、学生として自ら学ぶ力を向上させることができた。
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ことがきっかけとなった。「やさしい日本語」は外国

人や日本語を母語としない人々だけなく、高齢者、障

害者、子ども、に対してもわかりやすく伝える日本語

であり、看護師を目指す看護学生にとって、対象者に

配慮したコミュニケーションの方法を学ぶ絶好の機会

となると考えた。

　また、教養ゼミナール開始直前の 2021 年９月には、

順天堂大学医学部の武田裕子先生による医学部学生を

対象とした「やさしい日本語」の講義および演習の見

学の機会をいただいた。外来受診を想定したグループ

での演習では、在留外国人を対象として、通常の日本

語のシナリオを「やさしい日本語」に変換し、症状を

聴取したり、治療や療養法について説明を行ったりし

ていた。在留外国人には難しいと思われる用語をわか

りやすく別の言葉で言い換えて伝えていたが、説明す

ればするほどわからなくなることがある一方で、「や

さしい日本語」のコツを使うとうまく伝わっていた。

また、演習後には受講者から、実際に「やさしい日本語」

をうまく使うにはコツを知ることだけではなく、相手

に合わせて伝えようとする気持ちが大切であるという

コメントが述べられていた。本学部での教養ゼミナー

ル「やさしい日本語」の実施にあたり、見学させたい

ただいた医療場面の演習方法や医療×「やさしい日本

語」研究会の教材1）を参考とさせていただいた。

　本報告では、本学部１年生を対象とし、WSUの学

生の協力を得て実施した教養ゼミナール「やさしい日

本語」について報告する。

Ⅱ．「やさしい日本語」について

　「やさしい日本語」とは、難しい言葉や文法の言い

換えなど、相手に配慮したわかりやすい日本語のこと

である。「やさしい日本語」は、1995 年の阪神淡路

大震災をきっかけに、防災、減災の観点から普及し始

めた。阪神淡路大震災による死者数 6,434 人の内訳

を見てみると、日本人と外国人で死者の割合は外国人

が日本人の約 1.8 倍に及んだことがわかり、日本語で

の情報にアクセスしにくい外国人が多かったことが明

らかとなった2）。被災した外国人の中には、英語も日

本語も十分に理解できず、必要な情報を得ることがで

きない人々がいた。これ以降、外国人に対しても迅速

に災害時などの情報伝達を行う手段として「やさしい

日本語」が重要視されるようになった。文化庁では「在

留支援のためのやさしい日本語ガイドライン」3）が作

成され、自治体等で「やさしい日本語」の普及が進め

られている。しかし、文化庁が全国 16歳以上の男女

を対象として行った令和元年度「国語に関する世論調

査」4）では、日本に住んでいる外国人に対して、災害

や行政に関する情報などを「やさしい日本語」で分か

りやすく伝えようという取り組みが始まっていること

を「知っている」と回答したのは約３割で、まだ十分

図１  教養ゼミナールのテーマ例

2 横山悦子：「やさしい日本語」をテーマとした教養ゼミナールの報告



に知れ渡っているとは言えない。

　令和２年（2020）年以降、新型コロナ感染症による

影響で外国人は一時的に減少したが、令和４年６月末

における在留外国人数は296万 1,969人で、令和３年

末に比べ 20万 1,334人（7.3％）増加した5）。在留外

国人数は、30年前と比較して約３倍と増加している。

国・地域別にみると、中国（744,551 人、25.1％）、

ベトナム（476,346 人、16.1％）、韓国（412,340

人、13.9％）、フィリピン（291,066 人、9.8％）、ブ

ラジル（207,081 人、7.0％）と続き、上位 10か国・

地域ではいずれも前年末に比べ増加している（図２）。

上位 10か国のうち英語を公用語としている国はフィ

リピンと米国である。在留外国人のうち英語ができる

人は２～４割6）とされるが、文化庁の日本語に関する

調査によると、「日本語」を「日常生活に困らない言語」

とした外国人は約 63％、「希望する情報発信言語」と

して「やさしい日本語」を選んだ外国人は 76％であ

る3）。日本では、世界共通言語と考えられている「英語」

より、「日本語」や「やさしい日本語」が共通言語と

しては有用である。東京都在住外国人向け情報伝達に

関するヒアリング調査報告書7）では、在留外国人 100

名を対象に「これまでに困ったことがあるか」を問う

たところ、「医療」と回答した人が 56％と最も高かっ

た（図３）。「やさしい日本語」は公共交通機関やニュー

スなど自治体での活用が進められているものの、より

必要とされる医療現場での活用はまだ少ない。外国人

が日本で安心して治療を受け、適切な療養法で生活す

るためには、国・地域がさまざまであっても、重要な

ことが伝わるよう「やさしい日本語」の活用が求めら

れている。

Ⅲ．「やさしい日本語」の授業概要

　教養ゼミナールの「やさしい日本語」を受講した看

護学生は、2021 年度と 2022 年度とも各７名であっ

た。教養ゼミナールでは、テキストとしている書籍「看

護学生のためのよくわかる大学での学び方」の内容の

一部を学生がそれぞれ担当し、２コマ（100 分×２）

を使ってプレゼンテーションを行った後、「やさしい

日本語」の学習は図のようなスケジュールで行った

（図４）。

　「やさしい日本語」の学習は、米国ユタ州のウィー

バー州立大学（Weber State University : WSU）で日

本語教育を専門とする安立氏に講義、演習を依頼し、

WSUで日本語を勉強している学生の協力を得て行っ

図２ 国籍・地域別　在留外国人の構成比（令和4年6月末）
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た。WSUが位置するユタ州オグデンは、アメリカ西

部の山岳部に位置しており、日本との時差は 16時間

（３月から11月初めまでサマータイム期間は15時間）

である。そのため、Zoomを介したセッションは、日

本時間の午前９時、山岳部ユタ州の時間は前日の 18

時に行った（図５）。WSU学生の日本語のレベルは、

日本語能力試験のレベルで、おそらく N5（基本的な

日本語をある程度理解することができる）から N2（日

常的な場面で使われる日本語をある程度理解すること

ができる）程度以上の学生も含まれていた。

　WSUの学生との自己紹介では、名前の漢字の意味

や出身地の説明を日本語で行った。「やさしい日本語」

の講義では、「やさしい日本語」の歴史や公共施設等

での取り組み、災害時の報道の比較（図６）等の説明

に続き、「やさしい日本語」の作り方として、ハサミ

の法則（図７）について学んだ。これは、①はっきり

言う「です・ます形」、②さいごまで言う「文を言い切っ

て終わる」、③みじかく言う「文を短くする」という「や

さしい日本語」の基本的な法則である。ハサミの法則

一つずつについてドリル問題を一緒に行い、実際の使

い方を体験した。また、友人との日常会話の内容を「や

さしい日本語」に言い換える練習問題（図８）に取り

組んだ。練習問題は、学生２、３名とアメリカ人学生

１、２名がブレイクアウトルームに分かれて行った。

　上記のように「やさしい日本語」のコツを学習した

後、医療現場を想定した異なる場面を、学生２名ま

たは３名がチームとなって担当し、通常の日本語と

「やさしい日本語」のシナリオ作成、動画撮影を行っ

た。医療現場を想定した場面として、2021 年度はま

ず、在留外国人が多く利用する外来でのやり取りを想

定し、発熱で受診する外国人患者に対する初診時の受

付での会話、診察時の症状の聞き取り、最後に会計で

の支払いと服薬の説明という３つの場面を設定した。

2022 年度は、より医療的な内容を試みようと、大腿

図３ 在留外国人の困りごとの全体集計結果（2018）

図４ 「やさしい日本語」の学習スケジュール
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図５  Zoomを介したセッション

図６  災害時の報道の比較

図７  ハサミの法則

図８  ハサミの法則　練習問題
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部頸部骨折のクリニカルパスを参考に、手術前後の説

明として、飲食に関する説明、手術後の安静度の説明、

手術前後の点滴や服薬の説明の３つの場面に取り組ん

だ（図９）。

　学生らはチームで協力し、まず各場面について通常

の日本語と「やさしい日本語」のシナリオを作成した。

教養ゼミナールの manaba（大学が採用しているクラ

ウド型教育支援サービス）のメンバーに、履修してい

る本学部生とWSUの安立氏、WSUの学生らを登録

し、チームで作成した通常の日本語と「やさしい日本

語」のシナリオを manabaのプロジェクトにアップし

た。WSUの学生らに「やさしい日本語」のシナリオ

が理解できるかどうか確認してもらい、各チームにア

ドバイスをもらった（表１）。学生らはアドバイスを

もとにシナリオを修正し（表２）、それをもとに動画

を撮影した。動画の撮影は、病院の様子がわかるよう

背景を工夫したり、写真やイラストを使用したりした

（図 10）。撮影した動画にテロップを加え編集した動

画ファイルを Googleドライブにアップロードし、同

様にWSUで確認してもらった。話すスピードや声の

大きさ、示している用具の見え方などについてのアド

バイスに従い、修正動画を作成した。最終日には、成

果発表として作成した動画を発表し、フィードバッ

クを行った。学生らは、「やさしい日本語」の講義や

WSUの学生らとの演習で学んだこと、「やさしい日本

語」について自ら調べたことを統合し、教養ゼミナー

ルの成果をレポートにまとめた。

図９  医療現場の場面設定

表１  シナリオに対するコメント（発熱で受診する外国人の方への初診時受付）
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Ⅳ．  教養ゼミナール「やさしい日本語」からの

学び

　教養ゼミナール「やさしい日本語」では、「やさし

い日本語」の講義、練習問題に加え、医療現場を想定

した各場面を通常の日本語と「やさしい日本語」のシ

ナリオ作成、動画作成をチームとなって行った。

　教養ゼミナール「やさしい日本語」の講義と演習を

通して、「やさしい日本語」のさまざまなコツを学んだ。

痛みを表現するときによく使用される「ズキズキ」や

「チクチク」などの擬音語・擬態語は外国人にはより

難しい表現であること、患者さんには「あちらに座っ

てお待ちください」と丁寧語ではなく、「座る」と「待

つ」を別々に言うだけで伝わること、「おくすり」で

はなく「くすり」と伝えると外国人は理解しやすいこ

となど、学んだことがレポートに記載されていた。ま

た、状況によっては言葉で伝えるよりもイラストや

ジェスチャーの方が伝わりやすいが、ジェスチャーは

表２  通常の日本語と「やさしい日本語」のシナリオ

（発熱で受診する外国人への初診時受付）

図10  使用したイラスト（動画の一場面）
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国により違いがあることも学んだ。更に、海外と日本

では受診の方法や薬の受け取り方が異なるという文化

の違いにも触れることができた。

　医療現場を想定した場面のシナリオ作成、動画作成

の演習では、１年生の学生らにとっても病院で使用さ

れる用語は難しいものがあり、どのような文章にすれ

ばより伝わりやすいのかと意見を出し合い、必要なこ

とが伝わる簡潔な文章になるよう用語や表現を工夫し

た。レポートには、チームで協力し合うことを通して、

スタディスキルである仲間と学ぶスキル、ディスカッ

ションスキルを向上させることができたと評価が述べ

られていた。また、「やさしい日本語」の講義に引き

続き、練習問題を外国人学生と行ったことについて、

知識を得て実践することにより技術が身に付き、こう

した繰り返しにより知識から技術、実践する力へと結

びついていると、大学での効果的な学び方について考

察していた。

　近年日本では、早い時期からの英語教育により、英

語を得意とする学生も増え、病院での外国人の対応は、

簡単な英語で話せば良いと考えていた学生が多かった

が、「やさしい日本語」について学ぶことで、支援を

必要としている外国人のうち英語で対応できる対象者

は限られていることを知った。また、出入国在留管理

庁では外国人受入環境整備を推進しているが、整備さ

れていない病院が多いこと、外国人患者受入れ医療

コーディネーターの配置も少ないといった外国人の支

援に関する情報を収集していた。学生らは新型コロナ

感染症により医療機関を受診する外国人の不安は大き

いことを察し、災害時だけではなく病院を受診すると

きにも言葉を理解しづらい対象者の感じている不安に

ついて目を向けていた。また、「やさしい日本語」は

外国人に対するだけでなく、医療の現場では、高齢者

や障害者、子どもに対しても必要であると看護師を目

指す学生の視点から意見が述べられた。

　学生らのレポートには、「何よりも意識すべきこと

は、相手に伝えよう、相手を理解しようという姿勢だ

と学んだ」「伝わらなくても焦らずゆっくり、違う言

葉に変えてみたり、うなずいて話を聞いたりなどの態

度こそが、「やさしい日本語」を始める第一歩だと考

える」「相手への思いやりをもって会話をするために

「やさしい」精神をもって行うべきものが「やさしい

日本語」であると感じた」というように、教養ゼミナー

ル「やさしい日本語」の学習を通して、「やさしい日

本語」の使い方だけでなく、対象となる人々の背景を

理解し、対象者に合わせたコミュニケーション、対象

者に伝えようとする気持ちの大切さについて学ぶこと

ができた。

Ⅴ．おわりに

　令和２年（2020）年からの新型コロナ感染症の感

染拡大により、本学部でも授業や課外活動に大きな影

響を受けた。対面授業が一時中止となり Zoomを使用

することが日常となる中、WSUの学生らの協力を得

て、教養ゼミナールで「やさしい日本語」を学ぶこと

ができた。将来看護師を目指す看護学生にとって実り

ある学びとなった。「やさしい日本語」は、外国人や

日本語を母語としない人々だけなく、高齢者、障害

者、子どもに対してもわかりやすく伝える日本語であ

る。対象者の特性や必要な場面はさまざまであり、「や

さしい日本語」についてもさまざまな側面からとらえ

ることができた。これまで実施した教養ゼミナールの

課題をもとに、１年次における学び方の学習となるよ

う教養ゼミナールの方法を発展させていきたい。
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